
ほんのり甘いいわてのワイン 岩
手
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の
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ャ
ン
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ル
」と
「山
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萄
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た
香
り
高
い
ワ
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ン
で
す
。
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葡
萄
の
香
り
が
強
く
甘
み
の
あ
る

岩
手
育
ち
「キ
ャ
ン
ベ
ル
」と

コ
ク
と
酸
味
の
あ
る
岩
手
育
ち

「
山
葡
萄
」を
使
っ
て
、
香
り
高
く
飲

み
や
す
い
ワ
イ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

原
料
の
葡
萄
は
す
べ
て
岩
手
産
１
０

０
％
。
（キ
ャ
ン
ベ
ル
葡
萄
は
花
巻
市

と
紫
波
町
が
中
心
。

山
葡
萄
は
二
戸
市
浄
法
寺
町
。
）

キ
ャ
ン
ベ
ル
葡
萄
は
生
食
葡
萄
の
た

め
葡
萄
香
が
と
て
も
強
く
、
日
ご
ろ

お
客
様
が
食
べ
て
い
る
黒
葡
萄
の
イ

メ
ー
ジ
を
連
想
し
や
す
い
味
わ
い
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
の
果
実
の
甘
い
香
り
と
山
葡
萄
特

有
の
濃
密
な
コ
ク
と
酸
味
を
生
か
し

て
い
ま
す
。
甘
口
な
が
ら
す
っ
き
り

と
し
た
味
わ
い
の
赤
ワ
イ
ン
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

株式会社 エーデルワインのみなさん

良いワインは良い葡萄からしか生まれない。葡萄耕作
のたゆまぬ向上と耕作者との信頼がなければ良いワ
インは生まれないという精神の基、良いワインづくりを
通じて、ワインの魅力と楽しみをお客様へお届けしたい
という想いでワインづくりを行っています。

岩手県産葡萄使用
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＜岩手県産葡萄使用 ほんのり甘いいわてのワイン ＞
【分類】：酒 【アルコール度数】：10.5度
【製造者名】：株式会社エーデルワイン
【製造地】：岩手県花巻市大迫町
【主な原材料】：ぶどう（岩手県産）/酸化防止剤（亜硫酸塩）
【内容量】：７２０ｍｌ
【保存方法】：直射日光を避けて、温度変化が少ない所で保存。開栓後は要冷蔵。
【賞味期限】：なし
【ＪＡＮコード】：４５７３３８１１８１８４３ 【ＩＴＦコード】：１ ４５７３３８１１８１８４０

＜エーデルワインのこだわり＞

「産地主義」にこだわり、原料は花巻市大迫町を
中心とした岩手県内に限定し、丁寧にそして、丹
精込めて醸造する姿勢を守り続けています。

岩手の土と水が育んだ葡萄を原料とし、美味しく、
本格的でリーズナブルなワインを皆様にお届けし
たいという創業当時からの信念を基本とし、あくま
でも岩手の葡萄100%にこだわるために、“葡萄畑

にこだわり、育て、耕す”ことを原点に取り組んで
いるワイナリーです。

〈製
造
の
こ
だ
わ
り
〉

原
料
入
荷
後
素
早
く
破
砕
・

醸
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
品
種

の
特
徴
で
あ
る
「味
・
色
・
香

り
」を
よ
り
引
き
出
し
厚
み
の

あ
る
ワ
イ
ン
つ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
赤
ワ
イ
ン
の
発
酵
は
、

３
０
度
近
く
の
温
度
で
発
酵
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
色
素
や
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
等
葡
萄
の
成
分

を
最
大
限
抽
出
し
、
色
の
濃
い

厚
み
の
あ
る
ワ
イ
ン
に
仕
上
げ

て
い
ま
す
。

〈こ
だ
わ
り
の
原
料
〉

原
料
の
葡
萄
は
、
岩
手
県
北
上

山
地
中
央
部
の
葡
萄
栽
培
に
恵

ま
れ
た
気
候
風
土
の
中
で
、
栽

培
者
が
精
魂
込
め
て
栽
培
し
て

お
り
ま
す
。

特
に｢

キ
ャ
ン
ベ
ル
ス･

ア
ー

リ
ー｣

に
つ
い
て
は
、
収
穫
時
期

の
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
た

め
、
色
付
き
や
甘
味
酸
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
日
本
一
美
味

し
い
葡
萄
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
栽
培
者
の
方
々
に
は
、
未

熟
果
や
欠
点
果
等
を
選
別
し
、

健
全
で
品
種
特
有
の
着
色
、
香

り
を
十
分
に
有
し
て
い
る
葡
萄

の
み
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

＜おすすめの飲み方＞
７～１０℃に冷やしてお飲みください。

暑い時期など、少し大きめのグラスに氷を入れて
ワインを注ぎ、かち割り赤ワインとしてお飲みいた
だくのもすっきりとしておススメです。

＜製造者の想い＞

私たちは、「ワインは人々を幸せにする飲み物」だ
と思っています。

これからもお客様にご満足頂けるよう、岩手のブド
ウにこだわり、ブドウの個性を最大限に生かしたワ
インを造り続けて参ります。


